
株式会社クボタ
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旭区

田中 健太
弊社では、グループ会社の自衛

消防隊を含めた合同消防訓練を
毎年実施しており、お互いの技術
の向上と意識の高揚に努めており
ます。安心・安全の企業を目指す
とともに、地域の防火・防災一体
化を念頭に、自衛消防隊全員が
一丸となり常に邁進して参ります。

令和５年度西区女性防火クラブ役員会

　株
式
会
社
ク
ボ
タ
は
、
明

治
23
年
に
鋳
物
メ
ー
カ
ー
と

し
て
創
業
さ
れ
ま
し
た
。

　以
降
、水
道
用
鉄
管
、農
工

用
エ
ン
ジ
ン
、
工
作
用
機
械

な
ど
、「
食
料
・
水
・
環
境
」

領
域
の
事
業
活
動
に
お
い
て
、

人
の
暮
ら
し
と
社
会
に
貢
献

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
製
品
を
世

に
送
り
出
し
、
社
会
に
貢
献

す
る
事
業
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に

展
開
し
、
世
界
1
2
0
か
国

以
上
に
渡
り
ご
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。

　ま
た
、
事
業
と
E
S
G
経

営
を
通
じ
て
、
S
D
G
s
実

現
に
向
け
、
持
続
可
能
な
開

発
目
標
を
経
営
の
羅
針
盤
と

し
て
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

　浪
速
自
衛
消
防
協
議
会
の

主
要
事
業
所
で
、
各
種
事
業

に
毎
年
積
極
的
に
参
加
さ
れ

て
い
ま
す
。自
衛
消
防
技
術

競
技
会
に
も
熱
心
に
取
り
組

ま
れ
、
常
日
頃
か
ら
自
主
防

災
技
術
の
向
上
及
び
防
災
意

識
の
高
揚
に
努
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

４
月
末
に
旭
区
女
性
防
火
ク
ラ

ブ
役
員
会
が
開
催
さ
れ
、
前
年
度

の
活
動
内
容
を
振
り
返
る
と
と
も

に
、
今
年
度
の
活
動
に
つ
い
て
議

論
さ
れ
ま
し
た
。

旭
区
女
性
防
火
ク

ラ
ブ
は
、
火
災
予
防

や
災
害
に
よ
る
被
害

の
軽
減
に
必
要
な
知

識
、
技
術
を
習
得

し
、
地
域
の
協
力
体

制
と
連
帯
意
識
の
高

揚
を
図
り
、
安
全
で

住
み
よ
い
地
域
社
会

の
推
進
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

研
修
等
で
学
び
得

た
防
火
・
防
災
に
関

す
る
知
識
や
技
術
を

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
等

を
通
じ
て
、
地
域
住

民
に
伝
え
て
い
く
こ

と
で
、
地
域
防
災
力

の
向
上
や
防
火
防
災

意
識
の
啓
発
に
繋
が

っ
て
い
ま
す
。

旭
区
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
は
今
後

も
「
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

活
動
す
る
団
体
」
と
し
て
地
域
の

繋
が
り
を
大
切
に
し
、
旭
消
防
署

と
の
協
力
体
制
を
維
持
す
る
こ
と

に
よ
り
、
防
火
・
防
災
に
関
す
る

さ
ら
な
る
知
識
の
向
上
と
普
及
啓

発
に
努
め
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。
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…

教えて
　〇〇課！
教えて
　〇〇課！
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第46話　～「共働き」とかけまして「消防士」とときます～
みなみ：今月は「調査」を研究しましょう。頻出問題を研究して確実に得点につなげるのよ♥

ここは、大阪市内某所にある研究施設。日々、大阪市消防局の昇任試験問題の研究が行われている。

Vol.46

39

火災の原因及び損害の調査に関する規程第６条に規定する「火災の定義」について記述してください。
（10 点）

「調査」に関する出題は、消防法、火災の原因及び損害の調査に関する規程、火災原因調査
要綱と広範囲に及ぶので、しっかりと過去問から出題傾向を研究しておく必要があるわ。
今回は紹介しなかったけど「火災の種別」や「焼損程度の区分」なんかも頻出問題だし、そ
もそも調査業務に必須な知識なんだから確実に覚えておくこと！それじゃあ今回はここまで
よ、お疲れ様♥　　　　　　　　　　　＊そのこころは、「どちらも火事（家事）で大変です。」

火災原因調査要綱第36 条に規定する「出火原因決定区分」について、（１）、（２）の問に答えてください。（10
点）

第36 条　出火原因を決定するにあたっては、（ ① ）、（ ② ）及び（ ③ ）を明らかにし、その調査資料の多寡に
よって出火原因を次に掲げる３段階に区分しなければならない。

（１）（ ① ）～（ ③ ）にあてはまる適切な語句を解答欄に記入してください。
（２）下線部の「３段階」には「断定」、「推定」、「不明」があるが、「推定」について記述してください。

第１問

第２問

【解答】
第６条　火災とは、人の意図に反して発生し若しくは拡大し、又は放火により発生して消火の
必要ある燃焼現象であって、これを消火するために消火施設又はこれと同程度の効果のあるも
のの利用を必要とするもの又は人の意図に反して発生し、若しくは拡大した爆発現象をいう。

【解答】
（１） ① 発火源 ② 経過 ③ 着火物〈各２点〉①②③順不同
（２） 断定するに至らないが、当該資料を基礎として専門的立場から合理的にその原因が推測
できるもの。

〈４点〉

消防法第 31 条及び第 33 条に規定する「火災の原因等の調査」及び「火災による被害財産の調査」に関する
記述について、次の（ ① ）～（ ⑤ ）にあてはまる適切な語句を解答欄に記入してください。（10 点）

第31 条　消防長又は消防署長は、（ ① ）をなすとともに（ ② ）並びに（ ③ ）の調査に着手しなければならな
い。

第33 条　消防長又は消防署長及び関係保険会社の認めた代理者は、火災の原因及び（ ④ ）を決定するため
に火災により破損され又は破壊された（ ⑤ ）を調査することができる。

第３問

【解答】〈各２点〉
①
②
③

  消火活動
火災の原因
火災及び消火のために受けた損害

   

    

   

 損害の程度
財産
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警防課　堀尾　侑祐

40

「コケコッコー」
午前４時過ぎ、我が家の目覚まし時計が鳴り響く。
我が家にニワトリがやってきてもうすぐ８ヶ月になる。オス３羽、メス６羽の

計９羽のニワトリがのびのびと過ごしている。このうち６羽は卵から孵化して
おり、愛情もひとしおである。
そんなニワトリだが、巷では「３歩歩けば物事

を忘れる」くらい物覚えが悪いと言われ、臆病者
の例えとして「チキン」という言葉が使われている。
しかし、我が家のニワトリに関してはそのようなこ
とはない。家族を認識してしっかり懐き、天敵の
愛犬にも臆することなく向かっていく。
私の休日は鶏舎の掃除・水換え・餌の補充か

ら始まる。それらを行っている際に、構ってほしい
のか私の腕や足をつついてくる。痛いがかわいい。
もうすぐメスのニワトリが卵を産み始める頃だ

ろう。自分が育てたニワトリの卵をいただくのは複雑な気持ちだが、
感謝の気持ちを持っていただくことにしよう。

司令課　北方面隊　吉村　一輝

( 旧 :Twitter)

40

表紙は、千葉県で行われた第
52回全国消防救助技術大会に
出場し、見事第１位に輝いた勝
丸隊員です。
次号では、全国大会出場隊員

からのコメントなどを紹介す
る予定です。

消防無線を聞いたのは何年ぶりだろう。８月から編集スタッフ
に加わっている。かつて、その昔、記者をしていたアナログ時代。
報道機関には当たり前のように受信機があって常に無線が流れて
いた。その信号音が目覚まし時計と化して眠れなかった泊まり勤
務。一報に繋がる事件・事故の端緒に耳をそばだてたことも。
そして今。細かいＰＣ操作に戸惑いつつも、救急隊員の現場到
着時間が短縮したという「大阪の消防ＮＥＷＳ」に感心したりする。
何事にも興味を持って真摯に取り組むことが大切だと思う。
緊張感とともに消防無線と付き合っていた頃のように。（Ｏ）
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